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１１月１３日（月）午後６時３０分から干潟公民館１階ホールにおいて、第４回古城小学校

の再編に係る地域検討会議を開催しました。

今回の会議では、古城小学校地域検討会議としての検討結果をまとめた報告書（案）につい

て最終確認をしました。多数の委員が統合は「賛成」または「やむを得ない」との意見であり、

子どもたちのことを最優先に考えると、多くの人と触れ合い、考え方の幅や社会性が身に付け

られる学校環境が必要と判断し、基本方針にある古城小学校への統合に賛成という結論になり

ました。

また、統合に向けての要望事項の取りまとめも終わったため（裏面に掲載）、今回の会議を

もって、古城小学校地域検討会議は終了となりました。

－保護者と地域の協働による検討会議－

古城小学校地域検討会議の意向まとまる

「子どもたちのことを最優先に考え、

古城小への統合に賛成」

これまでの会議概要

今後は、各校の代表者からなる代表者会議を設置し、最終的な統合の可否を審議します。

そこで統合の了承を得たら、「統合時期」、「学校名」などを検討していくことになります。

第１回
（R5.7.12）

（１）会議の目的と運営方法について
（２）旭市学校再編基本方針の概要について
（３）干潟地域小学校の現状と保護者アンケート結果について
（４）意見交換

第２回
（R5.9.14）

（１）旭市学校再編基本方針の策定経緯
（２）小中一貫教育・義務教育学校について
（３）事例紹介（香取市立山田小学校）
（４）事例紹介（学校の跡地活用）
（５）意見交換

第３回
（R5.10.6）

（１）検討結果の報告書（案）について
（２）意見交換

第４回
（R5.11.13）

（１）検討結果の報告書（案）について



【お問い合わせ先】 旭市教育委員会教育総務課学校再編室

TEL：0479-85-8614 FAX：0479-62-5855

Email：kyo-saihen@city.asahi.lg.jp

学校再編ホームページ 学校再編基本方針の説明動画 干潟地域小学校の説明動画 過去の学校再編だより

古城小学校地域検討会議 検討結果

（仮称）干潟地域小学校の統合について旭市立古城小学校学校再編地域検討会議において検討した

結果、下記のとおりとなった。

「中和小、萬歳小、古城小を１校に統合し、統合校の位置は古城小を活用」

とする基本方針に「賛成」とする。

会議の中では、統合は時代の流れで仕方ないが土砂災害や通学路の安全対策を求める意見や、統合

場所は中央地区に新築してほしいなど、様々な意見があった。それぞれの意見を出し合った結果、多

数の委員が統合は「賛成」または「やむを得ない」との意見であった。また、保護者アンケートの結

果を尊重すべきとの意見もあった。よって、子どもたちのことを最優先に考えると、多くの人と触れ

合い、考え方の幅や社会性が身に付けられる学校環境が必要と判断し、基本方針に「賛成」となった。

なお、統合にあたっては早期に実現するよう努めるとともに、安全で安心に生活できる学校環境の

整備や保護者や児童の心配や不安が少しでも解消できるように進めるため、次のとおり要望があった。

①統合に向けてスピード感をもって進めていただきたい。ただし、子どもたちの不安や悩みを少しで
も取り除き、新しい学校生活がより良いものとなるよう、統合前の交流や個々に応じた心のケアなど
の必要な活動を実施していただきたい。

②古城小学校の東側の法面について十分な対策を講じて、子どもたちの安全を確保していただきたい。

③古城小地区でも通学距離や集団登校が難しい地域などを考慮してスクールバスの導入を検討してい
ただきたい。また、スクールバスの安全な運行ができるような業者選定のほか、バスロータリーや駐
車場等の整備は出入りしやすい間口にするほか、歩行者との動線を分けるなど、安全の確保を踏まえ
た整備をしていただきたい。また、隣接する長熊公園のより有効な活用方法も検討していただきたい。

④プールやビオトープは、児童にとっても大切な活動のひとつなので、今後も継続できるように検討
していただきたい。また、各学校にある記念樹などの移植や、利用しやすい学校施設の配置も検討し
ていただきたい。

⑤近年の猛暑を考慮して体育館などにもエアコン設置を検討していただきたい。

⑥廃校となる中和小学校と萬歳小学校の跡地活用は、干潟地域の新たな拠点として地域の活性化につ
ながるような活用方法を干潟地域全体で検討していただきたい。

⑦統合校は、新しい学校として地域のみんなで作り上げるような一体感を醸成していただきたい。

【統合に向けての要望事項】

【検討の経緯と理由】※一部抜粋


